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令０５原機（速材）００２ 

令和５年５月２２日 

 

原子力規制委員会 殿 

 

茨城県那珂郡東海村大字舟石川７６５番地１ 

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 

理事長  小口 正範 

（公印省略） 

 

 

 

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 

大洗研究所（南地区）の使用施設（照射燃料集合体試験施設） 

に係る使用前確認申請書の変更について 

 

 

 

令和４年１２月８日付け令０４原機（速材）０１１（令和５年２月３日付け令０４原機（速材）０１４及び

令和５年３月１０日付け令０４原機（速材）０１５をもって変更）をもって申請した国立研究開発法人日

本原子力研究開発機構大洗研究所（南地区）の使用施設（照射燃料集合体試験施設）に係る使

用前確認申請書の記載事項の一部を変更したため、核燃料物質の使用等に関する規則第２条の

５第３項の規定に基づき、下記のとおり変更の内容を説明する書類を提出します。 
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記 

 

（１）別紙－３の「使用前確認を受けようとする使用前検査に係る工事の工程、期日、場所及び種類」 

１) 変更の内容及び理由 

 別紙－３の「使用前確認を受けようとする使用前検査に係る工事の工程、期日、場所及び種

類」について、使用前検査の期日変更のため、以下のとおり変更する（修正箇所を二重下線

で示す。）。 

 

【変更後】 

検査の期日 場所 
種類 

検査の方法*1 技術基準 検査対象 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年 

３月２２日～６月８日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国立研究開発法人 

日本原子力研究開

発機構 

大洗研究所 

ＦＭＦ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１号 使用施設等の

技術基準に関

する規則第４条 

（核燃料物質の

臨界防止） 

分析室 

・寸法検査 

 

使用施設等の

技術基準に関

する規則第６条 

（地震による損

傷の防止） 

実験室グローブボックス 

・材料検査 

・寸法検査 

・据付・外観検査 

使用施設等の

技術基準に関

する規則第１１

条 

（閉じ込めの機

能） 

 

実験室グローブボックス 

・外観検査 

 

ＩＣＰ－ＭＳ（ＩＣＰ－ＭＳ

用の試料交換用ボック

スを含む。） 

・外観検査 

 

使用施設等の

技術基準に関

する規則第１２

条 

（火災等による

損傷の防止） 

実験室グローブボックス 

・材料検査 

 

ＩＣＰ－ＭＳ（ＩＣＰ－ＭＳ

用の試料交換用ボック

ス、ＩＣＰ－ＭＳ用のグリ
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令和５年 

３月２２日～６月８日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国立研究開発法人 

日本原子力研究開

発機構 

大洗研究所 

ＦＭＦ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ーンハウスを含む。） 

・材料検査 

 

使用施設等の

技術基準に関

する規則第２４

条 

（遮蔽） 

実験室グローブボックス 

の設置場所・配置 

・寸法検査 

 

ＩＣＰ－ＭＳの設置場所・

配置 

・寸法検査 

 

第２号 使用施設等の

技術基準に関

する規則第１１

条 

（閉じ込めの機

能） 

実験室グローブボックス 

・性能検査 

ＩＣＰ－ＭＳ（ＩＣＰ－ＭＳ

用の試料交換用ボック

スを含む。） 

・性能検査 

 

使用施設等の

技術基準に関

する規則第２６

条 

（警報装置等） 

実験室グローブボックス

の負圧警報装置 

・機能検査 

第３号 

－ 

分析室 

・品質マネジメントシス

テムに係る検査 

 

実験室グローブボックス 

・品質マネジメントシス

テムに係る検査 

 

ＩＣＰ－ＭＳ（ＩＣＰ－ＭＳ

用の試料交換用ボック

ス、ＩＣＰ－ＭＳ用のグリ

ーンハウスを含む。） 

・品質マネジメントシス
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テムに係る検査 

※：工事の工程を添付資料－１に示す。 

 

*１：核燃料物質の使用等に関する規則第２条の２第１項に規定する使用前検査の方法の該当号

を示す。 

第１号 構造、強度及び漏えいを確認するために十分な方法 

第２号 機能及び性能を確認するために十分な方法 

第３号 その他使用施設等が法第５５条の２第２項各号のいずれにも適合していることを確認

するために十分な方法 

 

（２）添付資料－１の「工事の工程に関する説明書」 

１) 変更の内容及び理由 

 添付資料－１の「工事の工程に関する説明書」について、使用前検査の期日変更のため、以

下のとおり変更する（修正箇所を二重下線で示す。）。 

 

【変更後】 

核燃料物質の使用等に関する規則第２条の２第１項による使用前検査の実施について、第１号

「構造、強度及び漏えいを確認するために十分な方法」、第２号「機能及び性能を確認するために

十分な方法」及び第３号「その他使用施設等が法第５５条の２第２項各号のいずれにも適合してい

ることを確認するために十分な方法」に関する工程は以下のとおりとする。 

      年月 

 

検査対象 

令和５年 

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 

①分析室 
      

②実験室グローブ

ボックス 

      

③ＩＣＰ－ＭＳ 

（ＩＣＰ－ＭＳ用の

試料交換用ボック

ス、ＩＣＰ－ＭＳ用

のグリーンハウス

を含む。） 

      

 

工事期間 

工事期間 

使用前検査 

使用前検査 

使用前検査 



5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【使用前検査】 

①分析室 

・寸法検査（立会確認）（第１号検査） 

・品質マネジメントシステムに係る検査（第３号検査） 

 

②実験室グローブボックス 

・材料検査（立会確認）（第１号検査） 

・寸法検査（立会確認）（第１号検査） 

・据付・外観検査（立会確認）（第１号検査） 

・外観検査（立会確認）（第１号検査） 

・性能検査（立会確認）（第２号検査） 

・機能検査（立会確認）（第２号検査） 

・品質マネジメントシステムに係る検査（第３号検査） 

 

③ＩＣＰ－ＭＳ（ＩＣＰ－ＭＳ用の試料交換用ボックス、 

ＩＣＰ－ＭＳ用のグリーンハウスを含む。） 

・材料検査（立会確認）（第１号検査） 

・寸法検査（立会確認）（第１号検査） 

・外観検査（立会確認）（第１号検査） 

・性能検査（立会確認）（第２号検査） 

・品質マネジメントシステムに係る検査（第３号検査） 
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（３）添付資料－４の「使用施設等の技術基準等への適合に関する説明書」 

１) 変更の内容及び理由 

 「２．法律第５５条の２第２項第２号（技術基準）への適合について」の「（３）地震による損傷の

防止（使用施設等の技術基準に関する規則第６条）」について、技術基準の変更のため、以

下のとおり変更する（修正箇所を二重下線で示す。）。 

 

【変更後】 

（３） 地震による損傷の防止（使用施設等の技術基準に関する規則第６条） 

① 法令技術基準への適合について 

使用施設等の技術基準に関する規則第６条第１項「使用施設等は、これに作用す

る地震力（使用許可基準規則第九条第二項の規定により算定する地震力をいう。）に

よる損壊により公衆に放射線障害を及ぼすことがないものでなければならない。」の要

求事項について、核燃料物質の使用の変更の許可申請のうち実験室グローブボック

スに係る以下の事項について満たすことを確認するものである。  

なお、ＩＣＰ－ＭＳにおいて使用する核燃料物質量（３７ ＭＢｑ未満）は、ステンレス

鋼等の鉄鋼材料製で真空構造である質量分析部（チャンバ）内に閉じ込められており、

地震力による損壊により公衆に放射線障害を及ぼすことがなく、また、ＩＣＰ－ＭＳはほ

かのクラス保有機器とは異なる部屋に独立して設置することから、地震力による損壊に

よりほかのクラス保有機器への波及的影響を及ぼすことはないため、ＩＣＰ－ＭＳは非

該当である。 

 

② 検査の種類 

検査対象 検査項目 

実験室グローブボックス 材料検査、寸法検査、据付・外観検査 

 

③ 設計条件 

耐震重要度分類がＣクラスの実験室グローブボックスについては、静的水平震度を

１．２ Ci として許容応力設計を行う。 

 

④ 設計結果 

実験室グローブボックスは、耐震重要度分類をＣクラスとして耐震強度計算を行った。 

耐震強度計算（転倒防止計算）の結果、転倒モーメントは自立モーメントを下回って

おり、転倒のおそれはないこと及び固定ボルトに発生するせん断応力度は、許容せん

断応力度を超えないことを確認した(表１参照)。 
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⑤ 技術基準 

検査対象 基準 

実験室グローブボックス ・実験室グローブボックスの検査対象部位に使用された

材料が、耐震強度計算に使用された材料であることを書

類（ミルシート等）にて確認する（材料検査）。 

・実験室グローブボックスに使用された固定ボルトの間

隔が、耐震強度計算に使用した寸法以上であることを実

測により確認する。また、固定ボルトの呼び径が、耐震

強度計算に使用したボルト径であることを書類（メーカー

提出図書、施工記録等）にて確認する（寸法検査）。 

・実験室グローブボックスに耐震性を確保する上で有害

な傷、変形等がないこと及び設計図書通りに据え付けら

れていることを書類（施工記録等）にて確認する（据付・

外観検査）。 

 

 

表１． 実験室グローブボックスの耐震強度計算結果 

評価条件 

耐震重要度分類 C クラス 

使用ボルト Ｍ１６ 

ボルト材質 ＳＳ４００ 

ボルト間隔 短辺方向 ８５０ ｍｍ 

転倒評価結果 
モーメント 

（短辺方向） 

自立モーメント 

７．５０×１０６ Ｎ・ｍｍ 

転倒モーメント 

４．４５×１０６ Ｎ・ｍｍ 

ボルトのせん断応力度評価結果 
許容せん断応力度 

１３５．６ Ｎ／ｍｍ２ 

せん断応力度 

３．５３ Ｎ／ｍｍ２ 

 

以上 


